
２０２３年 １０月 ２日（晴れ） 第１週 第２４４３回例会

Song ”君が代・奉仕の理想”

Guest 野口礼子さん（栗木君ゲスト）

Attendance

会員 ６７名 欠席 １２名 出席率 ７８．９５％

President Time 加藤春視 会長

本日は、米山記念奨学委員会 地区委員 として 黒野

元則君に卓話をお願いしています。演題「米山奨学会と奨

学生」です、後ほどよろしくお願いいたします。

ラグビーワールドカップ2023、日本×アルゼンチン大

会連続ベスト8入りへ大一番！プール2位をかけ激突10/8

後8:00勝てば、準々決勝への切符を手にする。皆で応援

しましょう。

9月29日～30日と、臼井年度の理事会メンバー打上で、

大阪・神戸・有馬温泉を日本酒のお好きなメンバーにもま

れて楽しい旅をしてまいりました。ご一緒の皆様ありがと

うございました。

ロータリー財団管理委員長からのメッセージより。「ゴー

ルを視野にとらえて」、ロータリー友の会より。10月24日

は、世界ポリオデーです。私たちは最重要の人道的目標で

あるポリオ根絶の実現をあらためて誓いましょう。パキス

タンの若い医療従事者、ビビ・マルジャナさんは、雪が降

る極寒の山岳地帯に赴き、農村に点在する家々を回り、84

人の子どもたちにワクチンを接種しました。ポリオ根絶に

向けたこの最終段階で、彼女のような人が何千人もアフガ

ニスタンやパキスタン、他の感染地域の最前線で、働いて

います。まさに英雄です。パートナー団体や私たちからの

支援に支えられ、こうした活動が可能になっています。ロ

ータリーとのパートナーシップにより、世界ポリオ根絶推

進活動を進めよう。感染拡大を食い止めなくてはなりませ

ん。ご承知のように、ポリオ根絶には近づきつつあります。

世界中の子どもたちをまひや死亡から守るための世界的

な取り組みを発足させたのは、他でもない、ロータリーで

す。私たちは、粘り強く闘い続けなければなりません。そ

のために、クラブや地区のポリオプラス・ソサエティに参

加しましょう。そして、この歴史的な活動に皆で関わって

Today １０月１６日（第２４４４回）

担当 大竹敬一 プログラム委員長

演題 卓話「大塚耕平が語る愛知の郷土史」

国民民主党代表代行兼政調会長

大塚耕平氏

Next Week １０月２３日（第２４４５回）

担当 大竹敬一 プログラム委員長

演題 卓話

名古屋鉄道株式会社

代表取締役会長 安藤 隆司氏



いきましょう。ビル＆メリンダ・ゲイツ財団へも支援しま

しょう。私たちの寄付に倍額を上乗せしてくれます。さら

に、ポリオ根絶への支援をロータリーの主導的な役割をメ

ディアに宣伝していきましょう。ゴール地点はすでに私た

ちの視野に入ってきています。そこにたどり着くまで、ロ

ータリーが立ち止まることはありません。最後になります

が、ポリオ根絶に向けて、世界中の子供たちをまひや死亡

から守ることを祈念して会長挨拶と致します。

Secretary Report 竹田竜一郎 幹事

１ 次週10月9日（月）はスポーツの日による休会です。

次回例会は10月16日（月）になります。

２ 10月よりクールビズ期間終了です。ネクタイ着用にて

お願いします。

氏 名 黒野 謙太郎
く ろ の けんたろう

生 年 月 日 昭和44年8月25日

事 業 所 名 名川繊商（株）代表取締役社長

同 上 英 文 Nagawa Co., Ltd.

所 在 地 〒453-0804

中村区黄金通1-12

ＴＥＬ ０５２－４５１－１１３７

ＦＡＸ ０５２－４５１ー９５１５

自 宅 〒456-0018

名東区八前3-621

家 族 黒野 まさ美 妻

菜月 長女

恭介 長男

職 業 分 類 繊維原料輸入

ス ポ ン サ ー 大竹敬一、渡辺 均

所 属 委 員 会 親睦活動

最 終 学 歴 コロラド州立大学

趣 味 ゴルフ

結 婚 記 念 日 ９月１９日

氏 名 山本 裕二
やまもと ゆ う じ

生 年 月 日 昭和４４年６月３日

事 業 所 名 （株）名鉄グランドホテル

執行役員・総支配人

同 上 英 文 Meitetsu Grand Hotel Co., Ltd.

所 在 地 〒450-0002

中村区名駅1-2-4

ＴＥＬ ０５２－５８２－２２１１

ＦＡＸ ０５２－５８２－２２３０

自 宅 〒458-0016

緑区上旭1-1108-4

家 族 山本 美恵 妻

祥加 長女

隼暉 長男

職 業 分 類 ホテル業

ス ポ ン サ ー 加藤春視

所 属 委 員 会 親睦活動

最 終 学 歴 南山大学大学院 ビジネス修士

趣 味 トレッキング、ガーデニング

結 婚 記 念 日 ５月１０日



氏 名 山下 正人
やました ま さ と

生 年 月 日 昭和５５年１０月１４日

事 業 所 名 （株）サン・クリエイト 取締役

同 上 英 文 Sancreate Co., Ltd.

所 在 地 〒490-1111

あま市甚目寺市場140-2

ＴＥＬ ０５２－４４５－３２９１

ＦＡＸ ０５２－４４４－５０３５

自 宅 同上

職 業 分 類 建設業

ス ポ ン サ ー 髙山 敏、竹田竜一郎

所 属 委 員 会 親睦活動

最 終 学 歴 あま市立甚目寺南中学校

趣 味 釣り、ゴルフ、旅行

ニ コ ボ ッ ク ス

ご投函有り難うございます

加藤春視 会長

本日は地区米山記念奨学委員会委員として、黒川君に

卓話をお願いしています。演題「米山奨学会と奨学生」

です。よろしくお願いいたします

黒野謙太郎君、山本裕二君、山下正人君、入会おめで

とうございます。お迎え出来まして大変喜ばしい事で

す。

髙山 敏 副会長

黒野謙太郎君、山本裕二君、山下正人君、あまRC入

会おめでとう。会員一同歓迎します。

竹田竜一郎 幹事

本日、新会員の黒野謙太郎君、山本裕二君、山下正人

君、あまRCにようこそ。

臼井年度のお疲れさん会、楽しかったです。有難うご

ざいました。

あま市かしの木会のゴルフコンペに参加していただい

た方々、有難うございました。西川君、大変、大変多

額のご寄付、いつも有難うございます。

西川広樹君

黒野謙太郎君、山本裕二君、山下正人君、あまRC入

会おめでとう。会員一同歓迎します。

渡辺 均君

久し振りの例会出席です。皆さんにお会い出来て嬉し

いです。

本日黒野謙太郎君のスポンサー役を仰せつかりました。

よろしくお願いします。

大竹敬一君

黒野謙太郎君、山本裕二君、山下正人君、あまRC入

会おめでとう。会員一同歓迎します。

青本道春君

黒野謙太郎君、山本裕二君、山下正人君、あまRC入

会おめでとう。会員一同歓迎します。

家田安啓君

新会員の皆様の入会を歓迎します。生涯ロータリアン

を目指して、ロータリーライフを楽しんでください。

黒野謙太郎君

本日入会させていただきます、黒野謙太郎です。よろ

しくお願いいたします。

田中正博君

ニコボックスの皆様、ご苦労様です。

黒野謙太郎君、山本裕二君、山下正人君、あまRC入

会おめでとう。会員一同歓迎します。

山下正人君

本日入会させていただきます、山下正人と申します。

よろしくお願い申し上げます。

後藤裕一君

黒野謙太郎君、山本裕二君、山下正人君、あまRC入

会おめでとう。会員一同歓迎します。

服部竜也君

黒野謙太郎君、山本裕二君、山下正人君、あまRC入



会おめでとう。会員一同歓迎します。

伊藤英毅君

黒野謙太郎君、山本裕二君、山下正人君、あまRC入

会おめでとう。会員一同歓迎します。

神野恭寿君

臼井年度理事会打ち上げ旅行に参加させていただき、

誠に有難うございました。大変楽しい時間を過ごす事

が出来ました。

北野庸夫君

黒野謙太郎君、山本君、山下君、入会おめでとうござ

います。楽しんでください。よろしくお願いします。

地区青少年奉仕委員会に参加しました。皆さん、ロー

ターアクト、インターアクト等々頑張っておられます！

児玉憲之君

黒野謙太郎君、山本裕二君、山下正人君、あまRC入

会おめでとう。会員一同歓迎します。

栗木和夫君

臼井年度理事会打ち上げ旅行、お疲れ様でした。

黒川元則君

本日、地区米山委員として卓話をさせていただきます。

寛大な心でお願いいたします。

黒野晃太郎君

息子謙太郎が入会することになりました。よろしくお

願いします。

水野 眞君

コーラスの先生のコンサートに上京、来年合唱祭のあ

る紀尾井ホールでした。コロナ以降初めての上京でし

た。

小倉廣三君

黒野謙太郎君、山本裕二君、山下正人君、あまRC入

会おめでとう。会員一同歓迎します。

武井 正君

新会員の皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

臼井幹裕君

入会の3名、謙太郎君、山本裕二君、山下正人君よろ

しくお願いします。

山田広明君

黒野謙太郎君、山本裕二君、山下正人君、ようこそあ

まRCへ。入会を歓迎いたします。ころからよろしくお願い

いたします。

山田尊久君

黒野謙太郎君、山本裕二君、山下正人君、あまRC入

会おめでとう。会員一同歓迎します。

山本裕二君

本日入会させていただく山本裕二です。どうぞよろし

くお願い申し上げます。

横井久雄君

黒野謙太郎君、山本裕二君、山下正人君、あまRC入

会おめでとう。会員一同歓迎します。

合 計 ７２，０００円

卓 話

「米山記念奨学会と奨学生」

地区米山記念奨学委員会

委員 黒川元則君

それでは2760地区「米山記念奨学会と奨学生」につい

て話しをさせて頂きます。

まず皆さんは米山と言うキーワードを聞いて何を思い浮

かべるでしょうか？米山委員長に頼まれての寄付や、奨学

生、またロ－タリアンなら米山梅吉氏を連想するのではな

いでしょうか？

米山奨学事業とは日本のロータリー34地区による国際奉

仕事業で、1952年に事業が始まって以来一貫して日本で

学ぶ外国人留学生に奨学金を支給し、支援することにより

将来、日本と世界とを結ぶ平和の懸け橋になる人材、国際

社会で活躍し、ロ－タリ－の良き理解者を育てる事を目指

しています。前年度の奨学生は約900人、事業費は14億3



000万円と言う大変大規模で民間国際奨学事業としては日

本最大級です。これまでに世界131か国、累計留学生235

09人を支援してきました。財源の全ては皆さんからの寄付

で成り立っており、寄付金のほとんどが奨学金に使われて

います。その中の各クラブから頂く、普通寄付は安定財源

として必要で奨学生は皆さんの寄付額で人数が決まります

2023年度は地区割当数889名で2760地区は今年度も5

3名を受け入れており、全国トップクラスです。また最大

の特徴は世話クラブ、カウンセラー制度にあります。

奨学生には地区から世話クラブが選ばれ、クラブでは会

員がカウンセラーとなって日常の相談相手やロ－タリアン

との交流で、奉仕の心を学ぶ、日本の社会を知る、橋渡し

役となります。また、世話クラブには奨学生の例会昼食代

や、行事参加費をカバーする為1人当たり45,000円から6

0,000円に増額され世話クラブに補助しております

じぁ何故外国人留学生なのか？と思われる方もいると思い

ます。それは日本のロータリーの父と呼ばれた米山梅吉氏

が生前、留学生の支援をしていたことや、1949年、戦争

のため解散を余儀なくされていた日本のロータリーが国際

ロ－タリーへ復帰し戦後の落ち着きを取り戻すにつれ、梅

吉氏の功績を永遠に偲ぶ事が出来るよう何か有益な事業を

やろうではないかと言う声が大きくなり、当時の日本はま

だ食糧事情もはかばかしく無く、会員達はクラブへ行けば

お茶を入れてもらえると弁当を持参し、スト－ブを囲みな

がら熱心に議論をしていたそうです。そして1952年に東

京RCの古澤丈作氏が創設した米山基金が事業のはじまり

で、「1か月に１箱タバコ代を節約して奨学金に」を合言葉

に、優秀な学生を招いて学費を援助し、二度と戦争の悲劇

を繰り返さないために平和な日本を肌で感じてもらいたい、

強い願いが現在の日本全国のロータリー共同事業として受

け継がれています。それでは次に地区米山委員会の一年の

活動行事を話します。

４月 米山奨学生オリエンテーション。

地区研修・協議会、米山の事業の紹介。

ロ－タリ－フ－ドふれ愛フェスタ（RFF）。

６月 春の奨学生、学友合同研修会。

７月 指定校担当者会議。

８月 奨学生との交流会。

９月 クラブ米山委員長会議、学友会総会。

朱さんの終了証書授与がありました。

１０月 カウンセラー研修会。

１１月 秋の奨学生、学友合同研修会。

地区大会。

１２月 奨学生学友合同忘年会。

米山奨学生選考会。

１月 面接選考会。

３月 米山奨学期間終了歓送会。

次に寄附金状況をお話します

2023年6月現在で2760地区寄附金合計は69,856,518

円で全国４位。地区別の個人寄付額は、全国平均は16,96

0円、当地区は会員数は全国１位ですが15，032円で全国

１５位。寄付者割合数では25位。最も高かったのは2590

地区「神奈川県横浜市・川崎市」で27,903円でした。ま

た、あまRCは前期12名の方に特別寄付者を頂いており、

普通寄付合計でも2760地区84クラブに中、12位です。

次に特別寄付者の割合です。全国平均47.3％、当地区は3

2％全国25位。ちなみに全国トップは2840地区「群馬」

で86％の会員が特別寄付をしております。

では皆さんが支援した元奨学生たちはどんな活躍をして

いるでしょうか。ガバナーになった学友は3名、ロ－タリ

アンになった人は292名います。豆辞典14～16ページに

も紹介がありますが、親善大使として活躍されたり、他に

も世界各地で活躍をしております「ロータリーの友、よね

やまだより」でも紹介をしておりますので是非ご覧いただ

きたいと思います。また学友から2011年の東日本大震災

の時には、日本の無事を願うメッセージや、国内外の学友

から760万円の義援金や、熊本大震災の時も上海学友から

20万円が寄せられました。一昨年の７月熱海の土砂災害の

時は、台湾学友から150万円が寄せられております。中国

出身の学友からは60年後の恩返しと言う事で、50万ドル

の寄付や、台湾出身の元奨学生から１千万円の寄付もあり

ました。その他にも累計で１憶2700万円の寄付を頂いて

います。2022-23年度は学友からの高額寄付もあり、前

年度から7700万増となっております。今年は8月に学友

世界大会がつくばでありましたが、２年後の第４回は台湾

でRI世界大会と同時に開催される予定になっております。




